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Formative evaluation in orthodontics class
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考 察
　近年，大学の教育改革が行われ，OSCE，　PBL
チュートリアルなどが積極的に取り入られてい
る．しかしながら，認知領域の理解には，講義形
式も欠かせないのが現状である8）．講義をいかに
効率よく行い，効果的な学習効果が得られるかが
重要な課題である2）．松本歯科大学では，講義内
容の理解のために講義中にPos七testを行い，そ
の後さらに反復学習するためにWeekly　testを
行ってきた．
　今回，Post　testは講義中に同じ問題の演習を
行ない，その直後に試験を行っていたため合格者
群と不合格者群ともに高い得点を示した，今後は
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図5：合格者群，不合格者群のPos七test，　Weekly　test，定
　　期試験，再試験の平均値の推移
講義内容の理解が十分に行われているかどうかを
確認するために，講義後にPos七testを行い，そ
の後解説によりフィードバックすることで学生の
理解度を高める必要があると推察された．
　Weekly　tes七では，合格者群と不合格者群とも
にPost　testから有意な減少がみられたが，合格
者群の得点が不合格者群よりも有意に高かった．
　Weekly　testは一定期間後にPos七testと類似
問題を出題したことから，合格者群は講義中の認
知領域の獲得能力が高いことに加え，Weekly
testまでの期間に自己学習が十分に行われていた
ことが推察された．すなわち，学生それぞれが講
義内容を復習する動機づけが非常に重要であると
推察された．
　定期試験では，合格者群はWeekly　testと同じ
レベルを保ち，不合格者群ではWeekly七estから
さらに有意な得点の減少がみられた．すなわち，
合格者群ではWeekly　test受験時に学習内容を整
理し短期記憶から長期記憶を得ていると推察され
た．しかし，不合格者群では，Weekly　testから
定期試験に有意な減少がみられた．Weekly　tes七
の解答はWeb　based　e－learningに掲載し，さら
にWeekly　test後の講義で正解率とともに解説し
フィードバックを行っているが，Weekly七estま
でに一度短期記憶を整理して長期記憶にかえるこ
とが重要であると推察された．
　さらに，不合格者群は定期試験の類似問題を出
題した再試験ではWeekly　testよりも有意に高い
得点を得ていたことから，不合格者群も学習能力
は合格者群と差はないと推察される．すなわち，
143
講義内容を復習する学習習慣や学習の動機iづけ等
も学生の成績向上のために重要と推察された．
結 論
　不合格者では，Post　testからWee］dy　testへ
の得点の減少率が，合格者群に比べ有意に大き
かった．さらにWeekly　testから定期試験で，合
格者群では得点の有意な減少はみられなかった
が，不合格者群では有意な減少がみられた．
　以上から，講i義後Weekly　testおよび定期試験
において十分な学習効果を得るためには，
Weekly　testまでに短期記憶から長期記憶への変
換が重要であるとともに，講義内容を復習する学
習習慣や学習の動機づけも成績向上のために重要
と推察された．
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